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○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載
してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてくださ
い。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更
新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）

既存のプラスチック製品とプラスチック代替品が、それぞれお互いの特性を生かし共存をしながら、
行政・成形加工会社・使用企業等との連携。
他県修学旅行生への熊本県のお土産の一つとしてmodo-cell®で作成した箸の採択（熊本県）。
２０２３年度一般社団法人クリスマスマーケット熊本への製品の採択。

自社開発のプラスチック代替素材（modo-cell®）の製造
modo-cell®製造量
2023年150トン　⇒　2026年
1000トン

取組みの状況
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＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

（分野に☑）

環境

社会

前期の指標 実績

地域の竹材・植物残渣の活用（放置竹林の解消にも寄
与）

竹材・植物残渣活用量
2023年70トン　⇒　2026年500
トン

年齢、性別を問わない採用の実施
年齢、性別を問わない採用
2023年7名　⇒　2026年10名
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SDGsに関する重点的な取組み
指標

（更新時に向けた数値目標）

事業者名： 株式会社アミカテラ　くまもと水俣工場

プラスチック代替素材（modo-cell®）を通じてプラスチック汚染解決への貢献。
汚染水の排水の無い環境配慮型工場で、地域の竹林や植物残渣（もみ殻、稲わら等）を原料に活用し
地域社会の発展への貢献。

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

（分野に☑）

・「登録状況」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくだ
さい。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
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